
 

 

 

事 務 連 絡 

令和６年４月 23日 

 

各 国 公 私 立 大 学 

各 国 公 私 立 高 等 専 門 学 校 

各 都 道 府 県 専 修 学 校 各 種 学 校 主 管 課 

各都道府県教育委員会専修学校各種学校主管課 

厚 生 労 働 省 医 政 局 医 療 経 営 支 援 課 

厚生労働省社会・擁護局障害保健福祉部企画課 

御中 

                   

文 部 科 学 省 

総合教育政策局生涯学習推進課 

高等教育局参事官（国際担当）付留学生交流室 

 

ゴールデンウィーク期間中における動植物検疫の徹底について（協力依頼） 

 

標題に関して、別添のとおり農林水産省より注意喚起がまいりました。 

一昨年10月の入国制限の撤廃以降、国際旅客定期便が徐々に再開し、日本政府観光局の統計によると、

2023 年累計の訪日外客数は、コロナ前の 2019 年に比較して８割程度まで回復しており、本年２月時点

の訪日外客数が 2019 年同月を超え、過去最高となっているところです。これから大型連休となるゴール

デンウィークを迎えるに当たり、国内外の人の移動が今後さらに活発になることが予想されることから、

留学生及び技能実習生等の訪日外国人等に対し我が国への肉製品や果物・野菜等の持込みは原則禁

止されていることなどについて周知の御協力をお願いするものです。 

つきましては、農林水産省からの事務連絡の内容について御確認いただくとともに、外国人留学

生等に対して下記の内容を周知いただきますようお願いします。なお、関連情報ホームページにお

いても、多言語対応のパンフレット・動画等が掲載されておりますので、周知の際に御活用下さい。 

各都道府県におかれては所轄の専修学校及び各種学校（以下「専門学校等」という。）に対して、

各都道府県教育委員会におかれては所管の専門学校等に対して、国立大学法人におかれてはその設

置する専修学校に対して、厚生労働省におかれては所管の専修学校に対して、周知されるようお願

いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本件連絡先＞ 

（専門学校について） 

文部科学省総合教育政策局生涯学習推進課専修学校教育振興室 

ＴＥＬ：03-5253-4111 （内線 2915） 

 

（大学・短期大学・高等専門学校について） 

文部科学省高等教育局参事官（国際担当）付留学生交流室 

ＴＥＬ：03-5253-4111 （内線 3360、2518） 



 

事 務 連 絡 

令和６年４月 22 日 

 

 

文部科学省 

総合教育政策局生涯学習推進課専修学校教育振興室長 

高等教育局参事官（国際担当）付留学生交流室長 

 

 

農林水産省消費・安全局 

  植物防疫課防疫対策室長 

動物衛生課国際衛生対策室長 

 

 

ゴールデンウィーク期間中における動植物検疫の徹底について（協力依頼） 

 

果樹等の重大な病害虫であるミカンコミバエ種群及び火傷病並びに家畜の重大な伝染

病であるアフリカ豚熱（以下「ＡＳＦ」という。）、口蹄疫等の侵入防止に関し、関係

省庁の皆様には多大なる御協力をいただいていることに改めて感謝申し上げます。 

植物検疫については、中国・韓国においてりんご・なしの火傷病の発生が拡大し、動

物検疫については、日本政府観光局の統計において訪日外客数の上位を占めるアジア諸

国でＡＳＦの発生が拡大するなど、日本への侵入リスクが高まっている状況です。 

日本政府観光局の統計によると、訪日外客数は、2023 年累計でコロナ前の 2019 年と

比較して８割程度まで回復しており、本年２月の訪日外客数は 2019 年同月を超え、過去

最高となっています。特に 2023 年７月以降の韓国からの訪日客数の伸びが著しく、同国

における植物の病害虫や家畜の伝染病の発生状況を鑑みても、これらの日本への侵入リ

スクが極めて高まっている状況です。また、ゴールデンウィーク期間中には訪日外客だ

けでなく日本人観光客も多く海外に渡航することが想定されます。このため、植物防疫

所及び動物検疫所では、入国者に対する植物・畜産物の持込み禁止に関する広報、靴底

消毒、携帯品及び国際郵便物の検査等を強化するとともに、各地でキャンペーン等の啓

発活動を行うこととしています。 

貴省におかれましては、今後も円滑に動植物検疫措置を実施するため、下記について

御協力いただきますようお願い申し上げます。 

 

 

記 

 

引き続き、植物の病害虫及び家畜の伝染病の侵入防止に係る取組に御協力いただくと

ともに、以下ウェブサイトの情報や別添のリーフレットを参照いただき、外国人留学生

を含む学生に対する周知及び注意喚起を実施すること。 
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（参考） 

〇植物防疫所ウェブサイト 

「よくあるご質問（海外からの持ち込み編）」 

https://www.maff.go.jp/pps/j/trip/oversea/faq/index.html 

「植物にも検疫が必要です（旅行者（携行品）」 

https://www.maff.go.jp/pps/j/trip/keikouhin.html 

「海外から野菜や果物を持ち込む際の規制」 

 https://www.maff.go.jp/pps/j/search/ikuni/index.html 

 

○動物検疫所ウェブサイト 

「輸入動物検疫等に係るＦＡＱ」 

  https://www.maff.go.jp/aqs/topix/FAQaboutAnimalQuarantine.pdf 

「家畜の伝染性疾病の侵入を防止するために～海外へ旅行される方へのお願い～」 

https://www.maff.go.jp/aqs/topix/mizugiwa.html 

「肉製品などのおみやげについて（持ち込み）」 

https://www.maff.go.jp/aqs/tetuzuki/product/aq2.html 

 

 

以上 



（別添） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 手荷物検査への協力ポスター 

（日本語） 

 https://www.maff.go.jp/aqs/topix/attach/pdf/pamphlet-35.pdf 
 

 

（英語） 

 https://www.maff.go.jp/aqs/topix/attach/pdf/pamphlet-33.pdf 
 

 

〇 「来日するあなたへのお願い」のリーフレット（畜産物及び植物輸入関係） 

 

 

（日本語） 

https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-JP.pdf 
 

※やさしい日本語版 

https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-ezJP.pdf 
 

 

（英語） 

https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-EN.pdf 
 

 

（中国、簡体語） 

https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-CN-S.pdf 

https://twitter.com/MAFF_JAPAN/status/1775454618757345465 

https://www.maff.go.jp/aqs/topix/attach/pdf/pamphlet-35.pdf
https://www.maff.go.jp/aqs/topix/attach/pdf/pamphlet-33.pdf
https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-JP.pdf
https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-ezJP.pdf
https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-EN.pdf
https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-CN-S.pdf
https://twitter.com/MAFF_JAPAN/status/1775454618757345465


（別添） 
 
 

（中国、繁体語） 

https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-CN-T.pdf 
 

 

（韓国語） 

https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-KR.pdf 
 

 

（ベトナム語） 

https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-VN.pdf 
 

 

（タガログ語） 

https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-PH.pdf 
 

 

（タイ語） 

https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-TH.pdf 
 

 

（モンゴル語） 

https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-MN.pdf 
 

 

（インドネシア語） 

https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-IN.pdf 
 

 

（クメール語（カンボジア語）） 

https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-CB.pdf 
 

 

（ビルマ語（ミャンマー語）） 

https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-MM.pdf 
 

 

（ロシア語） 

https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-RU.pdf 
 

 

 

同内容の HTML 版ページ（植物防疫所ウェブサイト） 

https://www.maff.go.jp/pps/j/guidance/pqaqinfo/index.html 

https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-CN-T.pdf
https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-KR.pdf
https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-VN.pdf
https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-PH.pdf
https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-TH.pdf
https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-MN.pdf
https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-IN.pdf
https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-CB.pdf
https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-MM.pdf
https://www.maff.go.jp/aqs/topix/pdf/this-is-a-message-to-you-RU.pdf
https://www.maff.go.jp/pps/j/guidance/pqaqinfo/index.html


おや?その植物
持ち込み禁止かも!?

輸入検査を受けずに植物類を持ち込んだ場合には、

3年以下の懲役又は300万円※

以下の罰金が科せられます。
※法人が違反した場合5000万円以下の罰金が科せられます。

植物防疫所
植物防疫所Webサイト









家畜の伝染病の

侵入防止への

協力のお願い

STOP

01 アフリカ豚熱、口蹄疫とは

アフリカ豚熱 (ASF)
ブタ イノシシ

有効な治療法や予防法はない、ワクチンはない予 防 ・ 治 療

致死率はほぼ100％ （甚急型、急性型の場合）

ウイルスは長期間にわたって環境中に生存 （冷凍なら1,000日以上も）

 pH4～11でも、血液や糞便中でも、豚肉や加工品(塩漬ハム等)の中でも生存できる

特 性

中華人民共和国で死亡・殺処分により飼養頭数が４割減り、豚肉価格が２倍以上に（2019年の事例）損 害

口蹄疫 (FMD) ウシ

有効な治療法はない、ワクチンはあるが感染自体は防げない予 防 ・ 治 療

口や蹄にできた水疱が痛くてエサを食べなくなり、産業動物としての価値が著しく低下

ウイルスの感染力が極めて強い

 空気感染する（風に乗って60km以上離れた農場に移った例も）

 豚１頭が１日に排出するウイルス量は牛を最大1,000万頭感染させる量に相当

特 性

過去に国内で30万頭の牛・豚を殺処分し、2,350億円の被害
(2010年の発生に関する宮崎県の試算、関連産業含む)

損 害

シカ ブタ イノシシ ヤギ ヒツジ

※  いずれの病気も人への感染の心配はない注

ぶ た ね つ

こ う て い え き

今、世界ではアフリカ豚熱と口蹄疫という家畜の伝染病のまん延が大きな問題となっています。

これらは、肉製品や衣服、靴などを介して感染拡大します。

これらが日本に侵入すれば、畜産物の安定供給に深刻な悪影響を与えるおそれがあります。

国内への侵入を防ぐため、皆様の協力が必要です。

ぶた ねつ こう てい えき

注：海外では口蹄疫ウイルスに極めて濃厚に接して感染した事例がごくまれに報告されるが、通常の生活の中で人に感染することはない。
万が一感染した場合は軽い発熱や口内炎になる程度で速やかに回復し、死亡例はない。



02

03

アジアでの発生状況

侵入を防ぐためにできること

海外から肉の入った食品を
持ち込まない
 感染した肉を動物が食べると感染

 不法持込された肉製品から生きたアフリカ豚熱ウイルスを発見

1

野外に肉の入った食品を捨てない
 ハイキングのお弁当やバーベキューの食べ残し、ごみからも感染

 アフリカ豚熱に感染した肉の入っていたトレーをイノシシが舐めただけで感染

 海外では野生イノシシでアフリカ豚熱がまん延し、根絶が困難に

2

帰国後１週間は
動物に近づかない
 服や靴についたウイルスを介しても感染

3

2024年1月10日時点
出典：WOAH、各国のウェブサイト等
注１：本資料における「発生」はWOAHに報告されたもの
注２：初発生年はWOAHに発生が報告された年
注３：口蹄疫発生国・地域は2021年以降で、括弧内は発生数

：ｱﾌﾘｶ豚熱・口蹄疫が発生している国・地域
：ｱﾌﾘｶ豚熱のみ発生している国・地域
：口蹄疫のみ発生している国・地域
：いずれも発生していない国・地域

国・地域名 初発生年
中国 2018年
香港、モンゴル、北朝鮮、韓国、ベトナム
ラオス、カンボジア、フィリピン、ミャンマー
インドネシア、東ティモール

2019年

インド 2020年
マレーシア、タイ、ブータン 2021年
ネパール 2022年
シンガポール、バングラデシュ 2023年

アフリカ豚熱の初発生年

国・地域名 発生年
中国(2)、ロシア(1)、ベトナム(28)
カンボジア(41)、マレーシア(21)、タイ(47)
インド(105)、ブータン(24)、ネパール(40)
モンゴル(102)、スリランカ（36）

2021年

中国(1)、カンボジア(24)、タイ(108)
マレーシア(28)、インドネシア(不明)
インド(103)、ブータン(3)、ネパール(66)
モンゴル(3)、スリランカ(57)

2022年

中国(4)、韓国(11)、ネパール(15)
カンボジア(3)、マレーシア(7)
インドネシア(不明)

2023年

口蹄疫発生国・地域

 アフリカ豚熱は、2018年に中国に侵入後、アジア各国に拡大。

 口蹄疫は、多くの国で継続的に発生。

 いずれの病気も発生していないのは日本や台湾などごく限られた国・地域※ 。
※ 日本や台湾では過去に口蹄疫が発生したことがあるが、その後清浄化している。

持込禁止

野外放置禁止

注：検査体制や、まん延により報告が十分でない場合やワクチンにより発生が見えにくく汚染状況と
発生数が一致していない場合がある。
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